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反
対
す
る
理
由
は
、
①
投
資
的

経
費
が
類
似
９
市
中
最
下
位
と
い

う
現
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
路

な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
に
積
極
性

が
見
ら
れ
な
い
。
②
決
算
に
必
須

な
書
類
の
記
載
漏
れ
が
審
議
を
通

し
て
判
明
し
た
。
③
新
に
じ
バ
ス

の
騒
音
振
動
等
に
対
処
す
る
た
め
、

道
路
の
改
良
等
に
約
４
千
４
百
万

円
の
経
費
が
必
要
と
な
っ
た
が
、

車
種
変
更
が
正
解
で
あ
っ
た
の
か

疑
問
。
④
規
模
等
か
ら
し
て
事
務

系
の
副
市
長
は
一
人
で
十
分
で
あ

る
。
１
年
に
つ
き
１
人
２
千
万
円

の
人
件
費
は
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
回

す
べ
き
。
⑤
自
治
基
本
条
例
づ
く

り
で
は
最
終
的
に
７
千
万
円
以
上

　

評
価
で
き
る
事
業
と
し
て
、
①

定
額
給
付
金
事
業
は
急
激
に
悪
化

す
る
経
済
状
況
に
敏
感
に
反
応
し
、

大
き
な
効
果
を
上
げ
た
。
②
子
育

て
応
援
特
別
手
当
は
、
多
子
世
帯

へ
の
支
援
緊
急
措
置
と
し
て
多
く

の
市
民
か
ら
喜
ば
れ
た
。
③
麻
し

ん
・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
児
童
・

生
徒
へ
の
２
回
目
の
接
種
実
施
事

業
は
、
実
効
性
あ
る
感
染
症
対
策

で
あ
っ
た
。
④
学
校
の
耐
震
補
強

と
大
規
模
改
造
が
大
き
く
進
ん
だ
。

⑤
妊
婦
健
診
は
、
さ
ら
に
使
い
や

す
い
制
度
へ
の
拡
充
を
望
む
。

　

課
題
が
残
る
事
業
と
し
て
、
①

自
治
基
本
条
例
は
、
市
と
市
民
が

と
も
に
主
体
者
と
い
う
姿
勢
が
な

の
経
費
が
予
想
さ
れ
る
。
理
念
と

現
行
制
度
の
確
認
が
主
な
内
容
の

条
例
に
巨
費
を
投
入
す
る
こ
と
の

是
非
及
び
責
任
が
問
わ
れ
る
べ
き
。

⑥
市
長
は
都
市
計
画
道
路
３
・

３
・
８
号
線
の
早
期
整
備
、
及
び

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
の

３
市
共
同
再
資
源
化
施
設
建
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
果
敢
に
進
め

る
こ
と
が
重
要
。
⑦
教
育
長
は
小

平
の
教
育
を
ど
う
進
め
て
い
く
か

あ
い
ま
い
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
時
に
は
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
進
め
る
気
概
が
必
要
。

　

以
上
指
摘
し
て
、
反
対
討
論
と

す
る
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
を
指

摘
す
る
。
②
不
況
対
策
特
別
融
資

は
生
活
実
感
と
ス
ピ
ー
ド
感
に
欠

け
、
民
意
に
鈍
感
で
あ
っ
た
。
③

環
境
分
野
で
あ
る
が
、
歩
き
た
ば

こ
や
ぽ
い
捨
て
問
題
の
抜
本
的
解

決
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
る
。

④
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
は
基
礎
数
値
に
修
正
と
差
し

替
え
が
あ
り
、
ず
さ
ん
な
内
容
で

あ
っ
た
。
⑤
市
の
若
者
支
援
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
若
年
就
労
世
代
へ
の
明

確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
望
む
。
⑥
教
育

関
連
は
人
材
育
成
の
明
確
な
方
針

と
成
果
を
望
む
。

　

以
上
全
体
と
し
て
予
算
執
行
事

務
を
評
価
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

平
成
20
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
議
案
は
、

９
月
定
例
会
最
終
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

そ
の
後
こ
れ
ら
の
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決
算
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
一
般
会

計
を
10
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
延
べ
約
29
時

間
、
特
別
会
計
を
10
月
16
日
に
約
７
時
間
か
け

て
審
査
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
の

会
計
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

12
月
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
は
、
宮
﨑
照

夫
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
長
と
浅
倉
成
樹
特

別
会
計
決
算
特
別
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行

わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
各
決
算
議

案
が
賛
成
多
数
で
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
等
５
会
計
の
各
決
算
議
案
が
全
会
一
致
で

そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。（
３
面
に
﹁
議

案
に
対
す
る
各
会
派
の
賛
否
﹂
を
掲
載
）

　

な
お
、
本
会
議
で
の
一
般
会
計
決
算
に
対
す

る
各
会
派
（
無
会
派
は
除
く
）
の
討
論
の
要
旨

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

躍
動
を
か
た
ち
に
進
化
す
る
ま
ち
こ
だ

い
ら
の
理
念
の
も
と
、
着
実
に
施
策
が
実

行
さ
れ
て
き
た
と
認
識
す
る
。

　

自
治
基
本
条
例
づ
く
り
等
の
推
進
に
よ

り
、
将
来
に
向
か
い
市
民
自
治
を
進
め
る

基
盤
づ
く
り
が
で
き
た
と
考
え
る
。
教

育
・
文
化
で
は
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
や

エ
レ
ベ
ー
タ
の
設
置
等
、
学
校
施
設
の
安

全
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。
今
後
、
小
学

校
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
拡

充
、
教
育
相
談
の
充
実
を
期
待
す
る
。
ま

た
、
丸
型
ポ
ス
ト
の
よ
う
に
地
域
資
源
を

掘
り
起
こ
し
、
生
か
し
て
い
く
施
策
等
が

求
め
ら
れ
る
。
次
世
代
育
成
の
拡
充
で
は

行
政
が
地
域
と
手
を
携
え
て
子
育
て
に
取

り
組
む
観
点
か
ら
、
幼
稚
園
と
保
育
園
を

一
体
化
し
た
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
が

促
進
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

都
市
基
盤
整
備
の
推
進
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
運
行
等
に
よ
り
、

地
域
の
公
共
交
通
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
市
内
駅
付
近
の
自
転
車
駐
車
場
の

整
備
も
進
め
ら
れ
た
。
今
後
は
、
放
置
自

転
車
対
策
や
交
通
安
全
対
策
の
強
化
を
期

待
す
る
。
行
財
政
の
再
構
築
で
は
、
経
済

環
境
が
悪
化
す
る
中
で
も
着
実
に
債
務
を

減
少
さ
せ
、
市
の
財
政
の
健
全
化
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
以
上
、賛
成
討
論
と
す
る
。

　

市
民
活
動
支
援
事
業
が
推
進
さ
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
運
行

な
ど
の
市
民
協
働
型
事
業
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
を
評
価
す
る
。
行
政
評
価
で
は
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。
男
女
平
等

施
策
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
条
例
の
制

定
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
た
第
一
歩
と
評
価
す
る
。
子
育
て
支
援

施
策
で
は
子
ど
も
の
育
ち
、
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
の
視
点
を
踏
ま
え
、
多
様
な
家

族
を
支
え
る
た
め
の
基
盤
を
整
備
す
る
よ

う
要
望
す
る
。
環
境
施
策
で
は
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
評
価
す
る
。

今
後
、
ご
み
削
減
に
向
け
た
施
策
の
展
開

を
期
待
す
る
。
市
民
参
加
と
協
働
に
つ
い

て
は
、
行
政
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
市

民
と
と
も
に
町
を
つ
く
っ
て
い
く
姿
勢
に

変
化
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
職
員
の
意

識
改
革
に
向
け
た
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
期
待
す
る
。
教
育
で
は
障
害
の
あ
る

子
が
と
も
に
育
ち
、
と
も
に
学
ぶ
こ
と
を

選
択
で
き
る
環
境
の
整
備
を
強
く
要
望
す

る
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強
工

事
な
ど
計
画
的
に
実
施
し
た
こ
と
を
評
価

す
る
。
今
後
、
通
学
路
の
安
全
対
策
等
も

着
実
に
実
施
し
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

以
上
要
望
も
含
め
、賛
成
討
論
と
す
る
。

　

賛
成
理
由
の
第
１
は
、
市
民
生
活
を
守

る
施
策
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
前
進
さ

せ
る
努
力
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
使

用
料
、
手
数
料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
抑
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
病
後
児

保
育
を
開
始
し
、
子
育
て
支
援
が
拡
充
さ

れ
た
。
年
度
途
中
に
不
況
対
策
を
明
示
し

た
特
別
融
資
制
度
を
創
設
し
た
こ
と
は
貴

重
な
こ
と
で
あ
る
。
第
２
は
、
市
民
参
加

と
市
民
協
働
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
た
こ
と

で
あ
る
。
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け

た
市
民
の
会
議
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
市
民
と
市
と
議
会
が
一
体
と
な
っ

て
条
例
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
市
民
と
の
協
働
の

手
法
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
運
行

に
向
け
て
市
民
と
協
働
を
積
み
重
ね
、
困

難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
進
め
て
き
た
こ
と

も
大
変
重
要
で
あ
っ
た
。
市
民
参
加
と
協

働
は
、
今
後
の
大
き
な
市
政
の
課
題
で
あ

る
。
市
民
が
期
待
す
る
こ
と
は
、
情
報
公

開
、
情
報
共
有
の
中
で
市
の
施
策
を
み
ず

か
ら
も
協
働
し
て
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
市
と
市
民
の
信
頼
関
係
を
さ

ら
に
深
め
、
市
の
基
本
的
な
責
任
を
明
確

に
し
て
今
後
に
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　

以
上
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

平成 20 年度決算総括表
（単位：千円）

歳入決算額 歳出決算額 差 引 額

一 般 会 計 53,330,270 49,379,055 3,951,215

特

別

会

計

国民健康保険事業 16,290,380 15,654,537 635,843

老 人 保 健 1,098,709 1,065,508 33,201

後 期高齢者医療 2,474,445 2,387,235 87,210

介 護 保 険 事 業 8,279,617 7,987,853 291,764

下 水 道 事 業 4,949,139 4,930,931 18,208

受 託 水 道 事 業 112,938 112,938 0

合 計 86,535,498 81,518,057 5,017,441

反対
一
般
会
計
決
算
に
対
す
る

要
旨

投資的経費の低さと税金の無駄遣いを指摘
政 和 会賛成

変化に対応した予算執行を評価
市議会公明党

賛成
長期総合計画に基づく予算執行を評価
フォーラム小平賛成

市民活動支援事業の推進を評価
生活者ネットワーク賛成

市民参加と市民協働の前進を評価
日本共産党小平市議団

各
会
計
決
算
を
認
定

各
会
計
決
算
を
認
定

各
会
計
決
算
を
認
定

平
成
20
年
度

日程、開会時刻は、変更や追加になる場合もありますので、事前に議会事務局までお問い合わせください。

原則として
午前9時
市役所7階

開会時刻

場　所

2月 1日（月）　総務委員会
2月 2日（火）　生活文教委員会
2月 3日（水）　厚生委員会（※）
2月 4日（木）　建設委員会（※）
2月 5日（金）　議会改革調査特別委員会
 （開会時刻未定）
2月 8日（月）　請願・陳情締め切り（午前中）
2月18日（木）　議会運営委員会（開会時刻未定）

2月23日（火）　3月定例会本会議（初日）
2月24日（水）　3月定例会本会議（一般質問）
2月25日（木）　3月定例会本会議（一般質問）
2月26日（金）　3月定例会本会議（一般質問）
3月 2日（火）　予算特別委員会（一般会計）
3月 3日（水）　予算特別委員会（一般会計）
3月 4日（木）　予算特別委員会（一般会計）
3月 5日（金）　予算特別委員会（特別会計）

3月 9日（火）　総務委員会
3月10日（水）　 生活文教委員会

請願・陳情締め切り（午前中）
3月11日（木）　厚生委員会
3月12日（金）　建設委員会
3月24日（水）　３月定例会本会議（最終日）

（※） 現地視察を予定しており、議案や請願等の審査
はありません。

今後の
傍聴される方は、
議会事務局へ
お越しください。

議会を傍聴
しませんか？


